
　１０月２６日（木）に同志社大学大学院在中の館林千賀子さんと介助犬アトムくんが，音羽小学校にきてく
れました。
　館林さんが交通事故にあったことによって車いす生活になったことやアトムくんとの出会い，そして自立に
ついて話していただきました。
　約１時間近く話していただいたのですが，１年生から６年生が最後までしっかりと聞くことができました。
　館林さんから２つのお願いがありました。
　１　介助犬のことをお家の人にぜひ話してほしい。理解を広げてほしい。
　　　　　～子どもから親に伝わり飲食店に介助犬同伴ですぐに入れた店があった事例から。～
　２　エレベーターが早く閉まるので，介助犬などをつれているときはドアを長くあけてほし　い。（開くボタン
を押すだけでできる。）
　　　　　～アトムがドアにはさまった事例から～
　館林さんは，
　「身体が不自由になってできなくなったことがたくさんあるけれども，アトムと出会って強く生きていこうとい
う勇気がわいてきました。アトムは，私のパートナーです。障害のある人もない人も共に生きていける社会
にするために，一人一人の思いやりを大切にしてほしい。」
と話してくださいました。
　館林さんのお話を聞いた後，学級では，感想を発表し合うと共に一人一人にできることなどについて話し
合う機会を持ちました。ご家庭においても　子どもたちといっしょに人権感覚を高める話をする機会を持って
いただけるとありがたいです。
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　８月に，本校施設のアスベスト（石綿）の検査をしていただきました。検査の結果，
アスベスト（石綿）は使用されていないことが分かりましたので報告いたします。

　６年生の修学旅行が今年度から３泊４日となり，行き先も福井県大野市六呂師高原と
なりました。楽しい修学旅行となりました。

　１０月３０日（日）「ふれあい広場」 ～地域ふれあい交流事業～が行われました。「ふれあい広場」は，音羽小
学校ＰＴＡ主催，音羽学区自治連合会協賛で，ゲームやバザー，体験教室，作品展示会，模擬店など様々な
催しが行われました。今年度は，新たにおやじの会による「ブラブラ企画」（ブラとんぼ・ブラばんキーホル
ダー）も加わり，地域の方々や音羽小学校の子どもたちでにぎわいました。

　４日間ともお天気に恵まれて充実した自然体験ができ
ました。２日目の登山では，それぞれが「ここまで登ろ
う。」と立てた目標より高い地点まで登ることができまし
た。３日目の「牧場体験」や「岩魚つかみ」では，牛や魚
にさわることを嫌がっていた子どもたちもえさをねだる牛
と仲良くなったり，自分で取ったいわなを自分でさばいて
食べるという貴重な体験をすることができました。
　子どもたちは，豊かな自然に触れて一回り大きく成長
したように思います。


